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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
本

社
会
全
体
で
明
る
い
将
来
像
を
構
築

し
よ
う
と
す
る
機
運
が
確
実
に
広

が
っ
て
き
た
と
実
感
し
な
が
ら
、
新

た
な
希
望
を
胸
に
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
造
園
建
設
業
を
取

り
ま
く
経
営
環
境
が
大
き
く
改
善

し
、
持
続
的
な
発
展
を
見
通
す
こ
と

の
で
き
る
年
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
前
に
、

国
政
に
お
い
て
新
た
な
政
権
が
誕

生
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
打
出
さ

れ
、
財
政
出
動
に
よ
る
当
初
予
算
・

補
正
予
算
を
通
じ
た
公
共
事
業
費
の

拡
大
、
公
共
工
事
設
計
労
務
費
単
価

の
引
上
げ
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
強

化
、
社
会
保
険
等
未
加
入
対
策
の
本

格
化
、
現
場
労
働
者
の
賃
金
水
準
の

確
保
等
々
矢
継
ぎ
早
の
対
策
が
具
体

性
を
も
っ
て
始
動
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
、
当
協
会
と
し
て
重
点
的
に
要

望
・
提
言
活
動
等
で
取
組
ん
で
き
た

事
項
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
い
二
年
前
ま
で
、
将
来
の
発
展

へ
の
制
約
条
件
面
ば
か
り
が
強
調
さ

れ
、
と
も
す
れ
ば
豊
か
な
国
民
生
活

の
実
現
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
良
好

な
社
会
資
本
の
整
備
・
維
持
管
理
へ

の
取
組
み
が
軽
視
さ
れ
が
ち
で
、
私

た
ち
の
業
界
も
過
酷
な
競
争
環
境
下

に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
日
造
協
の

組
織
、
会
員
企
業
を
挙
げ
て
そ
の
改

善
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
つ
つ

も
、
厳
し
い
現
状
を
打
破
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
覚
え
て

い
た
こ
と
を
思
い
返
す
に
、
不
可
思

議
さ
さ
え
感
じ
る
、
い
き
な
り
の
変

化
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業

の
加
速
化
、
強
く
し
な
や
か
な
国
民

生
活
を
図
る
た
め
の
「
国
土
強
靭
化

基
本
法
」
の
制
定
に
よ
る
防
災
・
減

災
対
策
の
実
施
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
準
備
の
本
格
化
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
等
を
受
け
た
「
お
も
て
な
し
」

の
環
境
整
備
へ
の
取
組
み
等
々
、
私

ど
も
が
「
造
園
力
」
を
発
揮
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
機
会
が
急
速
に
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
を
着
実

に
受
け
止
め
、
造
園
建
設
業
の
活
動

領
域
の
拡
大
と
働
く
人
が
や
り
が
い

を
感
じ
、
誇
り
を
持
て
る
明
る
い
未

来
の
魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り
に
、
こ

の
一
年
、
皆
様
と
と
も
に
日
造
協
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
っ
て

明
る
い
未
来
を
育
む
た
め
に

発行／社団法人日本造園建設業協会（Japan Landscape Contractors Association）　創刊／昭和49年６月１日　〒113-0033 東京都文京区本郷2-17-17 井門本郷ビル２階　TEL03（5684）0011　FAX03（5684）0012

第 454 号

2012 年 1 月 1 日

国指定天然記念物　川棚のクスの森　天を覆いつくすように枝を広げる一本の樟（クス）の巨樹で、まるで森のように見えることから、こう呼ばれています。日本三
大樟樹の一つで、樹齢約1000年、目通り幹周り11.2m、樹高27m、枝張り東西58m、南北53m。（山口県支部長　高畑 満夫）

年
頭
の
辞

魅
力
あ
る
造
園
建
設
業
を
め
ざ
し
て

㈳
日
本
造
園
建
設
業
協
会
　
会
長

藤
巻 

司
郎

謹賀新年 2012年
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
新
た
な
希
望
を
も
っ
て
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
昨
年
11
月
に
創
立
40
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
国
土
交
通
省
を
始
め

多
く
の
関
係
機
関
の
方
々
に
長
年
に
わ
た
っ

て
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
節
目
の
年
の
３
月
11
日
に
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
、
広
域
に
わ
た
っ
て
甚
大
な

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
沿
岸
部
に
巨

大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
一
瞬
の
う
ち
に
市
街

地
や
美
し
い
海
岸
の
松
原
な
ど
が
消
失
し
、

ま
た
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
去
る
こ
と
は
で
き

な
い
出
来
事
で
す
。
復
興
計
画
が
着
実
に
実

行
に
移
さ
れ
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

と
失
わ
れ
た
緑
豊
か
な
美
し
い
景
観
が
再
び

蘇
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
造
協
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
被
災

地
、
被
災
会
員
へ
の
支
援
活
動
や
日
本
造
園

学
会
と
連
携
し
た
復
興
支
援
調
査
、
岩
手
県

支
部
か
ら
の
要
請
に
よ
る
陸
前
高
田
の
「
希

望
の
松
」
の
保
存
活
動
へ
の
技
術
的
支
援
な

ど
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
貴

重
な
経
験
を
活
か
し
、
災
害
時
に
お
け
る
造

園
建
設
業
な
ら
で
は
の
支
援
活
動
を
と
り
ま

と
め
、
各
地
域
に
お
い
て
防
災
協
定
の
締
結

の
促
進
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
今
年
４
月
を
目
途
と
し
て
一

般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
た
め
に
認
可
申
請

手
続
き
中
で
、
認
可
後
に
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
、
わ
が
国
の

経
済
社
会
全
体
が
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て

お
り
、
造
園
建
設
業
を
取
り
ま
く
状
況
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
造
園
建
設
業

の
将
来
の
発
展
を
目
指
し
、
常
に
時
代
の
ニ

ー
ズ
や
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
社
会
の
変
化

に
即
応
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
新
法
人
へ
の
移
行
申
請
に
あ
た
り
、
総
務

委
員
会
を
中
心
に
ご
検
討
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
本
部
と
総
支
部
・
支
部
と
の
交
流
会
な

ど
の
場
で
会
員
の
皆
様
か
ら
多
数
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
を
機
に
、本
部
、

総
支
部
、
支
部
の
連
携
と
会
員
間
の
絆
を
深

め
、
足
元
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
ま
た
視
線

を
前
方
に
向
け
て
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
り
な
が
ら
「
造
園
力
」
を
発
揮
で
き
る
活

動
領
域
の
維
持
・
拡
大
、
新
た
な
課
題
へ
の

取
組
み
に
軸
足
を
置
き
、
日
造
協
活
動
の
展

開
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。こ
れ
を
通
じ
て
、

緑
豊
か
で
美
し
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
40
年
前
に
日
造
協
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
た

先
人
達
の
「
初
心
」
と
「
志
」
を
改
め
て
思

い
起
こ
し
、
魅
力
あ
る
造
園
建
設
業
の
未
来

を
皆
様
と
一
緒
に
目
指
す
こ
と
に
全
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く

願
い
い
た
し
ま
す
。

おかげさまで創立40周年を迎えました

新 春 特 別 号
創立40周年を迎え飛躍の年に

「新生」日造協への提言

国指定天然記念物「幸神神社のシダレアカシデ」
　東京都日の出町の幸神神社参道近くに、昭和
17 年に国指定天然記念物になった「シダレア
カシデ」がある。幹周約 1.7 ｍ、樹高約 5 ｍ、
シダレ状の直径約 5 ｍで、樹齢は通説によると
700 年以上といわれ、シダレ状に四方に枝を垂
れる姿は、椀を伏せたようにとても優雅な形を
している。アカシデ（ソロノキ）の変種で、幹
と枝がらせん状によじれて垂れるという大変珍
しい（日本に１本しかない）形をしている。

（東京都支部）
画像提供：日の出町教育委員会 【春】 【夏】 【冬】

一
般
社
団
法
人 

日
本
造
園
建
設
業
協
会

会
長
　
藤
巻 

司
郎

謹
賀
新
年

本号の主な内容

新春特別号
新春座談会

全国造園デザインコンクール 40 回記念

「造園の夢を描く」
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コ
ン
ク
ー
ル
は
格
好
の
学
び
の
機
会
　
入
江
氏

   「全国造園デザインコンクール」40 回記念

『造園の

入江　私は、コンクールは自分を成長さ
せる絶好の機会だと思っており、研究
室の学生に、コンクールへの参加をちょ
うど勧めているところです。さて、皆さ
んがコンクールに参加したきっかけは何
だったでしょうか。また、現在、造園
に関わる場所で皆さん活躍されています

が、それは造園を好きになったからだと
思います。コンクールの思い出なども含
めて、鈴村さんからお願いします。
鈴村　滋賀県立八日市南高等学校で講師
をしております鈴村と申します。
　コンクールに参加したきっかけは、高
校で専攻班を選ぶ際に、緑地デザインを

希望したからで、この専攻班が課題とし
て、コンクールに応募していました。
　造園に興味がなかった訳ではありませ
んが、野球部を引退するまでは、野球に
夢中でした。部活の引退後、先生から、
いろいろ声を掛けて貰うようになり、造
園の話や参考になる場所に連れて行って
もらったりしました。
　座談会の資料にあるコンクール入賞時
の自分の図面を改めて見ると恥ずかしく
なりますが、この図面を描く前と後では、
造園への関心度が変わったというか、こ

んな木があったのか、こんな庭だったん
だとか、登下校の道も違って見えました。
　それと図面をつくりあげた時の達成感
は、大変だっただけに強く残っています。
入江　コンクールやコンペは、経験や知
識、アイデアをどれだけ持っているかど
うかが、作品の良否に直結してきます。
　制作に当り、既存の知識を整理するこ
とも必要ですし、新たに学ばなければな
らないことも出てきます。そして、それ
が自分の身に付いていく格好の勉強の機
会となり、そうした経験から、登下校の
景色も違って見えるのだろうと思いま
す。
鈴木　私は長野県の㈱第一緑地で施工に
携わって３年になりますが、もともと造
園志望ではありませんでした。
　私が卒業した長野県須坂園芸高等学校
は、園芸科と食品科学科、農業経済科、
造園科があり、入学当初は食品に進もう
と思っていました。
　それが、造園になったのは、今日座談
会に参加している同級生の野口さんが、
「一緒に絵をかかない？」と誘ったから
です。コンクールがきっかけで、造園の
道に入りました。

“造園の世界”へのきっかけは
全国造園デザインコンクール

入江　今日の座談会の司会を仰せつかり
ました東京農業大学の入江です。不慣れ

なこともありますが、少しでも多くの方
のお役に立つ座談会にしたいと思ってい
ます。
　新春座談会『造園の夢を描く』と題し、
近年の造園デザインコンクール入賞者の
方々から、夢のあるお話を伺おうという
ものです。まず、コンクールに参加する
きっかけや参加する前と後で変わったこ
となど高校時代（「過去」）を振り返って
のお話をいただき、その後、いま関心を
持っていることやお仕事、学んでいるこ
となどの様子（「現在」）、そして、後輩
へのアドバイスやご自身の将来展望、造
園業や社会に期待することなど（「未来」）
について、順にお聞きしたいと思います。

　造園のデザイン、設計技術、表現手法の向上を図るため、（一社）日本造園建設業
協会主催、（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会・全国高等学校造園教育研究
協議会共催、文部科学省・ 国土交通省・全国農業高等学校長協会・（公社）日本造園
学会・ NHK の後援で実施している「全国造園デザインコンクール」は昭和 49 年に
創設し、第 40 回と記念すべき年を迎えました。そこで、「日造協ニュース」新年号では、
近年コンクールで受賞された方々に参加いただき、『造園の夢を描く』をテーマに新
春座談会を開催し、コンクールに参加した時の思い出や現在にどうつながっているか、
さらに、後輩への助言、造園界への期待など、新年にふさわしいフレッシュなお話を
いただきました。

平成 20 年度　第 35 回　入選　鈴村多偉樹　滋賀県立八日市南高等学校　（高校生の部・住宅庭園部門）

座 談 会 出 席 者

（司会）   入江　彰昭  氏　  東京農業大学短期大学部　環境緑地学科准教授

　　　朝日　純代さん　東京農業大学短期大学部（長野県須坂園芸高等学校出身）

　　　雁瀬　貴次さん　西武造園株式会社（滋賀県立八日市南高等学校出身）

　　　鈴村多偉樹さん　滋賀県立八日市南高等学校講師（滋賀県立八日市南高等学校出身）

　　　鈴木　幸　さん　株式会社第一緑地（長野県須坂園芸高等学校出身）

　　　野口　惠理さん　千葉大学園芸学部３年（長野県須坂園芸高等学校出身）

　オブザーバー：全国高等学校造園教育研究協議会   理   事   長　 大室   徳治氏 
　               （一社）日本造園建設業協会 ：会               長 　藤巻 司郎
                                                           常   任   顧   問　 高梨 雅明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     総務委員会広報活動部会長  鈴木誠司
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　実際、コンクールに取り組むと、１カ
月の間、朝から晩まで図面づくりでした。
いま振り返ると、強い意志や目標があっ
た訳ではなく、何となく始めたことでし
たが、出来上った時の「やれた！」とい
う気持ちが、今につながっています。
　それ以前は、植物に触れることもなく、
母が鉢植えやプランターで何かしていて
も、「楽しいのかなぁ」と思う程度でした。
しかし、コンクールの後は、普段道を歩
いていても、「この木いいなっ」とか、「家
にあったらいいなっ」などと思うように
なりました。

　コンクールには１年から３年まで３回
参加しました。改めて図面をみると１年
目は深い考えもなく取り組み、２年目の
住宅庭園に取り組んだ際に、母がやって
いることなどを見ていたからか、キッチ
ンガーデンを取り入れたり、自分の考え
も入れられるようになったと思います。
　そして、卒業後は、すごい図面を描く

社長がいて、もっと勉強させてもらえた
らと、入社させていただきました。
雁瀬　私は野球がやりたくて高校を選び
ました（笑）。造園を意識したのは野球
部を引退してからで、コンクールは、泊
まり込んでの合宿で、寝ずに描き続けて
いた記憶があります。
　進路は先生にこういう学校があるよと
紹介をいただき、京都造形芸術大学に進
学し、現在の西武造園㈱に入社しまだ 1
年目です。１カ月前に現場での研修が始
まったばかりです。
　大学時代は、与えられた調査や設計に
取り組み、設計図面を仕上げていく過程
が楽しかったです。そうしたことも踏ま
えて、私もコンクールがきっかけで、造
園の世界に入った一人です。
入江　コンクールやコンペは、生みの苦
しみもありますが、楽しさが勝りますね。
雁瀬　…生みの苦しみの方が多いです
（笑）。大学の卒業制作は大変でした。
入江　私は学生の時にコンペに参加し、

      近年のコンクール入賞者が語る  

夢を描く』

平成 21 年度　第 36 回　入選　鈴木　幸　長野県須坂園芸高等学校　（高校生の部・住宅庭園部門）

平成 20 年度 第 35 回 入選 雁瀬貴次 滋賀県立八日市南高等学校 （高校生の部・街区公園部門）
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「コンペってなんでこんなに楽しいん
だ！」と、苦しみもありますが、やりが
いに魅力を感じていました。朝日さんは
どうですか。
朝日　私は、鈴木さんと野口さんの後輩
になります。高校では校長室の前に入賞
した作品が貼られており、こんな先輩み
たいな作品を私もつくりたいと思ってコ
ンクールに参加しました。
　実際やってみると、わからないことが
多いので、本などを調べては、図面に向

かう繰り返しでしたが、それが楽しかっ
た。２年続けてコンクールに参加しまし
たが、３年生の時は、防災をテーマにし
ており、本などを調べるだけでなく、東
日本大震災の被災地・東北を訪ね、現地
に行くことがとても参考になるというこ
とを実感しました。
　そして、もっと知識を広げたいと、現
在、入江先生の研究室で勉強しています
が、高校に入学時は、別のコースを選ぼ
うと思っていました。

　私の学年で緑地計画コースを選んだ人
は８人でした。私は実際にコンクールに
参加し、造園が楽しくて進学しましたが、
同級生の中には、まったく別の分野に進
んだ人もいます。
　一つ上の学年は 10 人は超えていたよ
うに思うので、私の代が少なかったのか
もしれません。
鈴木　私たちの世代は７人でしたよね。
野口　そうでした。コンクールの図面は、
校長室以外の教室にもずら～っと貼られ

ていて、参考になりました。
入江　朝日さんは、先日、グループで日
本建築学会のコンペに参加し、佳作を受
賞しました。制作のようすを見ましたが、
ひと休みの時に、朝日さんは気晴らしに
なると言って絵を描いていました。それ
だけ好きなものに出会えるのは素敵なこ
とです。そのきっかけが、先輩の作品で、
その先輩にあたる野口さんはどうでした
か。
野口　鈴木さんが私の誘いでと話しまし
たが、別の友達がもう一人いて、その友
達が私たちを誘ったのがきっかけです。
私は漠然とですが、高校に入学した時は、
環境工学に興味がありました。
　コンクールに参加する以前も、お庭を
見たりするのは好きでした。コンクー
ルに参加して一番良かったのは、一緒に
頑張る仲間がいたことです。また、作品
が出来上がり、皆でお菓子を持ち寄り、
集まって話をしたことを思い出します。
とっても楽しかった。
　先ほど、コンクールに参加する前と後
で景色が違って見えるというお話があり
ましたが、私も同じで、今まで何となく
いいなと思っていたお宅の庭を見ても、
この庭のここがいいんだとか、この公園
のここがいいとか、漠然としたものでは
なく、具体的に思うようになりました。
　いま大学では、設計からさらに踏み込
んだプレゼン、相手に伝えるスキルを学
んでいます。ゲストを迎えての公表会で
は、ゲストの方からいろいろ厳しい質問
をいただいて、人に伝えることの難しさ
を感じ、どうしたらもっと理解してもら
えるかを考えているところです。
入江　実社会に出ると人に伝えなくては
ならないことが多いので、いま取り組ん
でいることが、とても役立つと思います。
　また、「仲間がいた」との話がありま
した。これはとても大事なことで、仲間
であるとともにライバルでもあったん
じゃないかと思います。そういう切磋琢
磨が作品の向上、自分たちの力になって
くるのではないでしょうか。
野口　デザインコンクールは、個人の作
品ですが、同じ教室で一緒にやっている
という仲間意識があり、一方で、心の中
では「負けないぞ」って思ったりします。
鈴木さんは絵がとても上手で、絵では負
けてしまうから、「アイデアで勝負しな
いと」と思ったりしました。
鈴木　私からすると、野口さんはいつも

平成 23 年度　第 38 回　入選　朝日 純代　長野県須坂園芸高等学校 （高校生の部・住宅庭園部門）

平成 24 年度　第 39 回　（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会会長賞　朝日 純代　長野県須坂園芸高等学校
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新春座談会

『造園の夢を描く』
全国造園デザインコンクール

40回記念 近年の入賞者が語る
仲間とともに頑張る



入江　きっかけはコンクールとお聞きし
ましたが、現在、そして将来に向けて、
どんなことに取り組んでいますか。野口

さんから順にいかがですか。
野口　教員免許の取得に取り組んでいま
すが、自分が教員になった時、造園がど

とんでもないアイデアを持ってきます。
いったいどんなところで考えてるんだろ
うと不思議に思いますが、図書館に籠っ
て、いろいろと調べてきていました。
　仲間がライバルという入江先生のお話
は、私が技能五輪に参加し、２人１組
のペアだったこともあって実感していま
す。私だったらこうするとか、そういう
風にすればいいのかとか、相手がいるか
ら気づくことが多くあります。
　私達のペアは、ピリピリした緊張感は
なかったと思いますが、競技参加者の
中には、そういう緊張感がこちらにも伝
わってくるペアもおり、もちろん仲が悪
いというのではないので、そういう緊張
感、ライバル意識が作品を高めることに
なることも感じました。
入江　鈴村さんと雁瀬さんは同級生です
が、仲間とかライバルといった点で、ど
うですか。
雁瀬　大学時代の話ですが、いろいろな
グループで取り組む機会があり、自分の
グループや他のグループをみると、仲良
くなるグループと仲が悪くなるグループ
がありました。
　私自身は、グループの作業で、自分の
力量を試す機会になったり、模型の作り
方や色の塗り方ひとつとっても自分とは
違うので、自分だけでは考え付かないこ
とを学んだりしました。
　また、仲間がいることで、一人ではと
てもできないボリュームの制作が出来た
りします。
　コンペなどで、いろいろな意見を交わ
し、特に卒業制作では、作品づくりに場
所と時間が必要なので、普段のアパート
と別に一軒家を二カ月借りて、そこを制
作拠点としました。大変でしたが、思い
出に残る体験ができました。
入江　仲間の存在は大きいと思います。
日造協のデザインコンクールでは、個人
作品だけでなく、学校の指導力に対する
文部科学大臣賞がありますが、近年は須
坂園芸高校と八日市南高校の２校が取り
合う状況ですが、個人の力や先生の指導
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ん

平成 21 年度 第 36 回 入選 野口惠理 長野県須坂園芸高等学校 （高校生の部・住宅庭園部門）
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うなっているかが気になり、造園教育が
どう変わってきたかを調べています。
　というのは、私は高校生の時、技術職
員として造園を教えてくれた先生に憧
れ、私も教員になって、次の世代に伝え
ていく仕事をしたいと思っていました。
入江　教員をやっている方もいますが、
鈴村さんどうですか。
鈴村　私は現在、講師として、造園を教
える立場になっていますが、正直、教員
というより、野球の指導者になりたくて、
教員を志望しました。

　こうした中で、造園を選んだのは、実
習の際に、地域の方々と生徒が交流しな
がら行う授業があり、「造園っていいな」
と思いました。この時にやっていたのは、
竹の伐採で、高校生が地域の方々に造園
の技術を教えるというものでした。科目
はいろいろ選ぶことができましたが、「造
園」を選びました。
朝日　いま大学１年で、東京に出てきた
ことでいろいろ考えることもありまし
た。
　私の育ったところは、いわゆる観光地

力に加え、仲間の力、集団の力が反映さ
れているのではないかと思います。

平成 22 年度 第 37 回 国土交通大臣賞 野口惠理 長野県須坂園芸高等学校（高校生の部・公共的空間部門）

“現在”から“未来”へ
将来に向けての取り組み

いつもの景色が違って見える
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でした。しかし、地元で場所と場所のつ
ながりが薄いと感じていました。
　そして、東京に出てきてから個々の緑
地や緑化は充実していますが、それらは
点と点があるだけでつなっがていないの
だと感じました。
　そんな中で、大学の講義でパークシス
テムを知り、とても興味を持っています。
　まだまだ勉強中で、これからどうした
いとはっきり言えるものはありません
が、設計も施工も楽しいと感じています。
　故郷は山で囲まれているためなのか、
人々の中で「造園」というものの価値は
低いように感じていました。
　でも、東京に来て人々の　「造園」と
いう分野への価値観の違いに気が付きま
した。
雁瀬　現場監督になって１カ月、今まで
は会社の仕組みなどを学び、実業の場に
やっと出たばかり。土地勘のないところ

で、右も左も分かりませんが、目の前の
ことを精一杯やっています。
　手を動かすのは職人さんで、私は監督
として指示を出さなければなりません。
しかし、知識も経験も職人さんの方が当
然上ですので、いろいろ戸惑いはありま
すが、一生懸命やっています。
　現場に出て、変わったことというと、
それまでとは違って、いろいろな作品や
現場を見る際に、設計者が誰なのかとい
うより、施工者がどこなのかをみるよう
になりました。
　また、見えないところが気になるよう
にもなりました。例えば、基礎のつくり
方などもそうですが、ものづくりの見方
が大分変ったような気がします。
　それと、大学で設計を学ぶ際に、高校
の時のカリキュラムの意図がやっとわ
かったり、大学の時のコンクリートの授
業などをもっとやっておけばよかったと

思いました。とにかく今は一人前に早く
なりたいと思っており、造園施工管理
技士などの資格にもチャレンジしたいと
思っています。
入江　仕事上、課題に直面した時に、あ
の時、もっと勉強していればよかったと
いうのは、皆思うことだと思います。た
だ、ここにいる皆さんは、課題を解決す
る “ 学び方 ” をすでに知っていると思い
ます。それは、コンクールの作品づくり
そのものが学びの場で、知識や経験を活
かし、アイデアを形にし、表現する、伝
えるという行為が課題解決の “ 学び方 ”
と思うからです。
　ですから、私はコンクールやコンペを
学びの格好の機会としても推奨していま
す。続いて、鈴木さんどうですか。
鈴木　私は施工を中心に３年やってき
て、庭づくりの練習が多かったこともあ
り、施工者としてやりやすい図面、やり
にくい図面があることを知り、職人さん
がやりやすい図面というものがどういう
ものなのかが少し分かってきました。
　もし、今後、設計の方をやることになっ
たとしても、こうした施工者のやりやす
さを配慮した図面づくりに活かせたらい
いと思っています。
　施工する側として、特に今までの経験
から気になっていることは、例えば、エ
アコンの室外機の前に植栽する図面が
あった場合に、設計者や施主さんにもう
少し、見直しを強く推奨してもいいと
思っています。実際、私から上司…設計
者、施主さんと意見が伝わっても、結局
変わらなかったりします。私の先輩方も
同じ経験をし、施主さんの意向を重視す
るといたことは仕方のないことかもしれ
ませんが、生きものをそこに植えている
私達からすると、とても切ない気持ちに
なります。
　まだまだ、駆け出しの人間ですが、も
のをいうことができない植物の立場から
も、簡単に何でも植えればいい訳ではな
いなど、誰に対してもものを言えるとこ
ろまでいけたらいいなと思っています。
　また、私が卒業後、設計ではなく、施
工を選んだのは、　高校時代に西武ドー
ムで行われる「バラとガーデニングショ

ウ」で、フロントガーデンづくりをやら
せていただき、そこでものづくりの楽し
さを知ったからです。
　野口さんと私を含め女の子７人で設計
から施工までやりました。造園は力仕
事の部分もありますが、女の子だけでも
作ることができるものもあります。そう
した体験が自分の中にあり、現在のモチ
ベーションになっていると思います。
入江　難しい図面を職長である親方さん
が読み解いて施工する場面を目にされ
ているお話があり、そうした設計図通り
に施工をするスタイルが多いとは思いま
すが、デザインがエンジニアリング、技
術の開発を促していくことも多々あり
ます。現在の仕事の流れはなかなか変え
られないこともあると思いますが、コン
クールやコンペがいいところは、これま
での仕事の流れや仕組みでは出来ないよ
うなアイデアを提案して、実行に生かさ
れる可能性もあります。
　参加する側から、指導する立場になっ
た鈴村さんはいかがですか。
鈴村　現在、授業では測量とデザインを
教えています。しかし、デザインを教え
ると言っても、40人いれば 40人が違う
ことを考えるのがデザインで、40 人そ
れぞれの個性、いいところをどうやって
伸ばしたらいいか、悩んでいます。
　生徒が私に相談したり、私が指導を行
うと、デザインについては、何が正解と
いうものはなく、私好みになってしまう
からです。今、恩師の授業などをみさせ
ていただき、改めて勉強しています。
　また、評価や締切があり、締切から妥
協をしたり、断念してしまう生徒もおり、
それをどうしたら、いい方向に持ってい
けるかを考えています。
入江　個性を大事にするということが大
分言われてきましたが、私はむやみに
個性を重視する必要はなく、逆にこれか
らの時代は専門家集団としての力が大事
になってくると思います。また、鈴村先
生のカラーがついてしまってはと懸念
されていますが、門下生という意味で私
はいいことだと思っています。実際に農
大や千葉大といった学校のカラーもある
でしょうし、造園家にも系統があり、施

建築学会のコンペに向けた朝日さんの取り組みのひとコマ

第 50 回技能五輪全国大会で競技中の鈴木さん（手前）とペアを組んだ湯本光さん
鈴木・湯本さんペアは、この後、日本を代表し第 42 回技能五輪国際大会（ドイツ）に参加

造園っていいな もっと緑が好きに 

初めて雁瀬さんが現場監督を務める「国営明石海峡公園」神戸地区 遊びの森地区整備工事で



入江　現在、ちょうどコンクールに取り
組んでいる学生の方々がいると思いま
す。これからコンクールに取り組む人た
ちへのアドバイスやヒントを、鈴村さん
から順にいただけたらと思います。
鈴村　私はコンクールの作品を仕上げる
に当って、いろいろな本を読んだり、町
を歩きながら見て回ったことを参考にし
たので、普段何気なく歩いているところ
でも、見方によって変わってくるので、
そうしたことに注意してみると面白いこ
とがあるのではないかと思っています。
鈴木　後輩へのアドバイスというより
は、過去の自分に何が言えるかなと考え
てみると、いろいろな人との交流という
か、コミュニケーションを大事にしても
らいたいと思います。何の花を植えよう
かと思った時に、いろいろ聞いてみて、
言葉を交わすと、そこから得られるもの
がたくさんあると思います。
　友達でも親でも先生でも、とにかく話
してみて、表に出してみて気が付くこと
があります。実際に施主さんのある庭づ
くりで話を聞くのは当然ですし、自分の
意見も大事ですが、他の人の意見を聞く
とヒントが得られると思います。
雁瀬　設計するときには、いろいろな引
き出しがあった方がいいので、いろいろ
なものを見に行ったり、本を読んだりし
ておくと、自分の図面にどう取り入れよ
うかなど、アイデアのもとになります。
　また、コンクールの設定に、住宅に住
んでいる人の家族構成や公園の立地な
どの詳細な条件はなかったかと思います
が、実際にそういったことを想定して、
どう利用されるかといったことや、参考
になりそうなところに行って、朝、昼、
夕方での利用のされ方、周辺の交通量、
通行者、風の流れなどを観察すると参考
になると思います。
　その地域の歴史性、気候条件なども実
際の設計では、大きな要素になると思う
ので、そういった見えない部分まで考え
て、課題に取り組むと面白くなるのでは
ないかと思っています。

　いま、現場にいるから余計にそう思い
ますが、設計段階ではわからないこと
が、施工現場では様々なトラブルとして
出てきたりします。コンクールではそう
いうことまでは考える必要はないのです
が、足を運ばないと見えてこないものが
あるというのは知っておいてもらいたい
です。
朝日　高校を卒業してまだ１年で、大し
たことは言えませんが、自分の経験から
必要なこともあまり必要でないと思われ
ることも、とにかく自分で調べることが
大事だと思います。自分で調べないと何
にもなりません。
　自分で調べるからこそ面白いものに出
会ったりするので、そういう興味を持て
るものに出会って欲しいと思います。
　また、先生がこうした方がいいと言っ
たから、そうするのではなく、自分の考
えはきちんと持って一つの意見としてい
ろいろな人の意見を聞くということが大
事だと思います。自分の我を通すという
と言い方が良くないかもしれませんが、
「自分はこうしたいと思っているんです
が、何かいい方法はありませんか」など、
自分の考えを通す工夫も必要だと思いま
すし、そうすることでその点について、
より深く考えることができます。

入江　高校生の時、コンクールに応募し
た際はどんなところを調べたんですか。
朝日　２年生の時に鳥が好む樹木を取り
上げましたが、鳥に関する知識をひたす
ら調べました。３年生の時は、防災をテー
マにしましたが、電力のことなどまった
く分からず、分からないと設計できない
ので、防災について一から調べました。
分からないからやらないではなく、分ら
ないなら勉強するという風にすると、自
分のためになると思います。
入江　防災公園については、東北の被災
地で、実際の話を聞き、現地を見ること
で、現場に即したアイデアが出てきたの
ではないかと思います。野口さんいかが
ですか。
野口　話そうと思ったことが、大分出ま
したが、先生の意見を受け自分の考えを
変えてしまう人は多いと思います。大学
の実習でもそう感じることがあります。
　しかし、そうやって自分の考えをすぐ
に変えてしまうと、当初のテーマからど
んどん離れていってしまいますし、自分
の「こうしたい」という想いを大事にし
て、先生の話も一つの意見として参考に
しながら、どうしたら自分が想い描くも
のにものに近づけるのかをきちんと考え
て取り組むことが大事だと思います。
　ただ、時間制限もあり、すべて自分が
納得するようにはならないこともあると
思うので、そういう時は、自分の譲れな
い部分を明確にして、それ以外で妥協す

ることがあっても、大事な部分はいろい
ろと解決策を模索して実現させていって
欲しいと思います。
　また、いろいろな意見を聞くという話
がありましたが、一緒にコンクールに取
り組んでいる人たちと作品について、質
問し合うと参考になると思います。皆、
価値観が異なるので、ここは変だと思う
とか、こんな風に感じるという意見をも
らうと、こんな風にみえるんだぁとか参
考になります。そういういろいろな意見
を柔軟に聞くことも大事だと思います。
　これは造園に限ったことではありませ
んが、普段から自分の考えや言いたいこ
とを表現する習慣をつけておくことは、
社会に出てからも役立つと思っていま
す。ですから、コンクールの作品づくり
を機に、自分の言いたいことを相手に伝
える技術というか、意見を聞くことと合
わせて、コミュニケーション能力を高め
るといいと思っています。
入江　自分の考えをきちんと持って、他
の意見も聞く力や自らの提案をプレゼン
テーションする能力は、近年、造園に限
らず当たり前のように求められているの
で、いろいろな場面で役立つと思います。
　これから高校生がコンクールに取り組
む場合、いま先輩たちがいったことに
注意して取り組むと、これからの自分に
とって、プラスになることばかりだと思
います。
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工会社だって、その会社なりのやり方が
あったりします。ですから、あまり心配
することはないのではないでしょうか。
　今後もいろいろな課題が出てくると思
いますが、目指すところはどうですか。
鈴村　私も恩師に憧れて現在の仕事を選
んだ部分があります。学外からのいろい
ろな相談も来ており、それに対応する姿
も素晴らしいと思っています。
　私も、１つ２つの依頼に対応していま
すが、そういう地域に根差した高校、地
域になくてはならない学校にしていけた
らと思っています。

こうすると、楽しく、役に立つ
コンクール応募者へのアドバイス

前回の第 39 回全国造園デザインコンクール表彰式で入賞作品を説明する朝日さん㊤
表彰式会場には、入選・入選、佳作全作品を展示。いずれも労作で見ごたえも十分㊦

新春座談会

『造園の夢を描く』
全国造園デザインコンクール

40回記念 近年の入賞者が語る
意見を聞こう 現場を見よう

大学の実習で作品発表を行う野口さん



座談会を終えて
　座談会では、都市ランドスケープを
もっとというお話や伝統的な技術を守り
たいというお話があり、その両方が大切
であり、日造協では屋上緑化や壁面緑化
など、そうした多様な緑化、「みどり」
に関するものはすべて造園に関連する分
野として、積極的に取り組んでいます。
　そして、もう一つのストック活用の時
代に求められているのが、指定管理者制
度に関わる取り組みです。すると、これ
までの造園に加え、サービス産業のよう
なことも技術の範疇になり、さらに幅が
広がることになりますが、そういう多様
さも造園の良さとして認識してもらい、
こうした技術の体系化も合わせて行って
いくことの必要性を感じています。
　また、座談会では教育の中に現業の話
をとの意見もあり、インターンシップを
始め、そういう取り組みをもっとしてい
けたらと思いますし、環境中心でその中
心は造園がという思いは私達も同じなの

で、さらに頑張っていきたいと思います。
　コンクールについて寝ないで作図の話
もありましたが、実社会でもコンペの締
め切りが迫ると、似たような状況になり、
改善も必要ですが、それが貴重な経験の
場になっている部分もあります。
　我を張るということも出ていました
が、発注者などに対して、自分の意見、
造園の道筋を通すことも当然大事なこと
で、説明責任を果たすことが当然の責務
にもなっていますが、現場では、他の工
種と一緒になることも多く、そうした際
に、きちんと主張できないと、工程や作
業に影響が出てしまいます。
　若い人はコミュニケーション能力に欠
けると一般に言われたりしますが、座談
会に参加された皆さんは、コンクールで
多くのスキルを身に付けられたように感
じました。こうした若い方々を育ててい
くことも私たちの使命と改めて認識しま
した。　　　広報活動部会長　鈴木誠司

入江　最後に造園界がこうあって欲しい
という期待と皆さんの夢をお聞きした
いと思います。東京オリンピック、震災
の復興、世界遺産など、造園が関わる場
面はこれまで以上に広がってきています
が、雁瀬さんどうですか。
雁瀬　もっと「みどりの街」を増やした
いです。世界から日本の「みどり」を観
光に来るような、そんな日本の顔になる
ような緑地空間をつくりたいです。
　日本庭園は、すでに観光地になってい
ますが、　都市ランドスケープといった
ような緑地についても、世界の人が憧
れるような空間がつくれると思っていま
す。造園がそういうものをどんどん提案
していけたらいいと思っています。
鈴木　多くの親方と技能五輪のお蔭で直
接お話しすることができ、いろいろな方
がいることを知りましたが、私は変わっ
て欲しくないと思います。いろいろな親
方がいていいと思いますし、日本の庭を
守っていきたいと思います。
　和洋折衷とか、イングリッシュガーデ
ンとか、いろいろな流行などもあると思
いますが、日本の美を忘れて欲しくない
という思いがあります。そういうものに
寄り添っていきたいと思います。
鈴村　学校で先生が教えられることは限
られており、現業で活躍されている方々
を迎えての授業をもっと増やしていくこ
とができればと思います。
　何がきっかけで興味を持ってもらえる
かわかりませんが、実際に取り組まれて
いる方々の話は魅力的です。現在、年に
１回しかなく、そうした授業は生徒の食
いつきが違うので、自身の努力も踏まえ、
生徒の身に付く取り組みを少しでも多く
できたらと思います。
　コンクールもそうですが、普段と違っ
た取り組みをすると、思いもよらない能
力を生徒が発揮したり、それがきっかけ
で日常生活まで変わる生徒もいます。そ
ういう機会を大事にしたいと思います。
　また、造園教育については、造園の多
様化も含め、教員が現実に即した授業を
行うのは難しくなってきたという部分も
あります。そういう点からも、実務者の
協力を期待したいと思います。
朝日　経済中心の社会から環境中心の社
会になったと、大学の講義の中でも聞
く機会が多くありますが、その環境の中
心になるのが造園だと思います。もっと
もっと造園が社会に出ていって欲しいと
思っています。
野口　造園技術と一口にいっても、技術

者の方がそれぞれの技術を持っており、
一つの技術についてもいろいろなやり方
があるなど、まとまった技術になってい
ない部分もあると思います。
　私は、「街路樹剪定士」という資格で、
それに関わる人が受検しているのに何で
合格率が 4割程度なのかと疑問に思いま
すが、技術が体系化されていないことも
あるのかなと感じています。
　そうしたことも関係して、私が教員に
なる時代の造園にどんな課題があるのか
を知るには、母校の造園教育を振り返っ
て研究することで、未来につながる課題
も見えてくるのでは？という先生の助言
で、研究に取り組んでいるところです。
　造園技術を先生が伝えにくいのは、技
術が明確になっていないことも一つの原
因だと思います。正解に近い技術という
ものがあれば、もっと教えやすく、造園
を学ぶ意義が明確になれば、それを学び
たいと思う人も増えるし、世の中が評価
する機会も増えると思います。
入江　造園技術がオーソライズされてい
ない部分があるといった、造園の良さ
でもあり悪さでもある指摘もありました
が、オブザーバーの方々に一言お伺いし
たいと思います。
大室　将来、教職を目指す方もいるとの
ことで、その面についてもお話しします。
造園は自然素材を扱う事から、同じもの
が二つと無いため、人に教える難しさが
あります。剪定作業一つとっても同じ形
の枝が無いため、理解に時間のかかる生
徒もいます。本物を見せながら現場での
指導が大切だと思います。棒などで枝を
指差しながらの指導などの工夫が必要と
なります。しかし、高校生にとって、限
られた時間と環境の中で、それらが身に
付くまでは難しいのが現状です。我々教
員も日々努力し、研鑽を積んでいかなけ
ればならないと思います。教職の道を目
指している人は特にですが、造園分野に
特化せず、「栽培」分野などにも理解を
深めて、造園を目指す人材を一人でも多
く育てて頂ければと思います。
藤巻　コンクールの表彰式では受賞者の
方々から作品の説明がありますが、朝日
さんが受賞された時のことは鮮明に覚え
ています。あの時は、声もまだ小さかっ
たように思いますが、随分と成長され、
自分の考えをはっきりお話しされる姿を
頼もしく思っており、ここに参加された
方々をはじめ、皆さんの成長やこれから
造園を学ばれる人たちに大いに期待した
いところです。

　しかし、お金を払って学ぶ学生時代と
お金をもらって働く実社会とのギャップ
も出てくると思います。試験の話もあり
ましたが、特に公共事業などでは、設計
図面が重視されますし、技術以前にさま
ざまな法規を遵守することが求められま
す。こうしたことから、思い通りになら
ない場面も多々あります。私達も変えな
ければならないことは変えていく努力を
しておりますが、なかなか思うようには
ならないこともあります。しかしながら、
私は近年の指定管理者といった業務も含
め、造園はお庭番であり、これからもな
くなることはない大切な仕事だと思って
います。若い方々が活躍し、さらに若い
方々が造園の世界に入って来ることを楽
しみにしています。
高梨　まず、最初に野口さんの疑問です
が、受験者の方々がすべて街路樹剪定士
として要求される能力を身に付けている
訳ではないからです。剪定作業に関わっ
ていても、実際に樹上での作業経験が浅
い方もいれば、作業経験は豊富でも安全
管理などをはじめとする法規をきちん
と理解されていない方もいらっしゃいま
す。街路樹剪定士制度は、街路樹に関す
る知識や街路樹を剪定する卓越した能力
が求められる資格ですので、合格率が低
くなっているといえると思います。　
　コンクールについては、一つ一つの作
品を見る中で、先生方がどれだけ苦労を
され、携わってこられたかを感じていま
したが、改めて生みの喜びより苦しみと
いった大変な思いをされてコンクールに
取り組まれていることを聞き、コンクー
ルへの思いを深めることができました。

　最近、時代の流れで CAD による作品
もあり、その評価については別に論じる
必要があると思いますが、今日のお話で
コンクールがそれに参加される方々のい
ろいろなきっかけに繋がっていることを
伺い、大変嬉しく思いました。
　また、コンクールに参加される方々は、
「見る、聞く、読む」といった非常に基
本的なことや探究心を養っているのでは
ないかと思いました。造園は非常に幅が
広いので、一つの図面をつくる際には、
あれもこれも調べなければならないとい
うことになりますが、こうした経験は造
園に限らず、社会に出てからも役立つこ
とだと思います。
　さらに、皆さんがどのような夢を持た
れているのか、造園界にどのような期待
を抱いているのかもお聞きすることがで
き、私にとってもいい勉強をする機会に
なりました。有難うございました。
入江　最後に大先輩方から感想などをい
ただきましたが、今日は大変貴重なお話
をお聞きすることができました。
　何度か申し上げておりますが、コン
クールは、多様な学びの機会となります
し、特に、このコンクールは 40 回とい
う長い歴史と実績を有し、高校生をはじ
めとする若い学生たちにとって造園教育
のファーストステージにはなくてはなら
ないものになっています。
　最後に、「全国造園デザインコンクー
ル」を主催する日本造園建設業協会にお
かれましては、これからも末永くコン
クールを続けていっていただくことを切
にお願いし、本日の座談会を終わらせて
いただきます。有難うございました。
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 新春座談会『造園の夢を描く』　日造協主催「全国造園デザインコンクール」40回記念

造園界への期待と展望


